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公立大学法人宮城大学「中期目標」検討資料 

大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

はじめに 
宮城大学は，平成９年の開学以来「実学主義」を掲げ，「ホ

スピタリティとアメニティ」，「高度な実学による地域貢献」，

「地域に根ざし世界に開かれた大学」という理念のもと，こ

れまで，県内の保健医療福祉界や産業界をはじめとする幅広

い分野に多くの人材を輩出するほか，教育研究の成果を地域

に還元するなど，県立大学としてその役割を果たしてきた。 

今日，少子化や大学に対するニーズの多様化など大学を取

り巻く状況が大きく変化する中にあって，県立大学としての

宮城大学が担う意義・役割は極めて大きく，将来にわたって

地域の期待や要請に応えていくためには，豊かな知性・感

性・実践力を身につけた地域に貢献できる人材を育成してい

くことがこれまで以上に必要となっている。 

公立大学法人宮城大学は，大学を設置し，及び管理するこ

とにより，卓越した教育研究の拠点として，学術文化を振興

し，その成果を広く社会に還元するとともに，創造的な知性

と豊かな人間性を備えた人材を育成し，もって地域の産業及

び社会の発展に寄与することを目的とするものであり，宮城

大学の理念のもと，法人の目的を具体的に達成していく指針

として，次のような第1期の中期目標を策定し，これを中期

目標期間において，実現するように努める。 
中期目標：法人化による理事会主導の自主･自律的，かつ

効果的･効率的運営によって，「県民の大学」として，

下記のような点を重点目標にして，卓越した地域教育

研究拠点を築くこと。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知事が大学に示すものであるから，

語尾を「～策定する」などと修正

し，文言整理。 

はじめに 
宮城大学は，平成９年の開学以来「実学主義」を掲げ，「ホ

スピタリティとアメニティ」，「高度な実学による地域貢献」，

「地域に根ざし世界に開かれた大学」という理念のもと，こ

れまで，県内の保健医療福祉界や産業界をはじめとする幅広

い分野に多くの人材を輩出するほか，教育研究の成果を地域

に還元するなど，県立大学としてその役割を果たしてきた。 

今日，少子化や大学に対するニーズの多様化など大学を取

り巻く状況が大きく変化する中にあって，県立大学としての

宮城大学が担う意義・役割は極めて大きく，将来にわたって

地域の期待や要請に応えていくためには，豊かな知性・感性・

実践力を身につけた地域に貢献できる人材を育成していくこ

とがこれまで以上に必要となっている。 

公立大学法人宮城大学は，大学を設置し，及び管理するこ

とにより，卓越した教育研究の拠点として，学術文化を振興

し，その成果を広く社会に還元するとともに，創造的な知性

と豊かな人間性を備えた人材を育成し，もって地域の産業及

び社会の発展に寄与することを目的とするものであり，宮城

大学の理念のもと，法人の目的を達成していくため，次のよ

うなことを基本指針として中期目標を策定する。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（１）教育力によって、学生の学修の達成度と満足度を向上

させ、高い「卒業生・修了生の質」を確保すること。 
（２）教育研究の地域貢献度を高めること。 
（３）教育研究成果の地域への提供を積極的に行なうこと。 
（４）教育力及び社会貢献力の源泉となる教員の研究力を高

めること。 
（５）国際化を進めること。 
（６）男女共同参画の観点から教員の男女比率の適正化を図

ること。 
（７）職員の高い職務意欲と倫理性を保持すること。 
以下，この重点目標を，各指定項目に即して具体的な中期

目標として掲げる。 
 
 
第１ 中期目標の期間並びに教育研究及び法人運営の基本

組織 
１ 中期目標の期間 

平成２１年４月１日から平成２７年３月３１日までの

６年間とする。 
 
２ 教育研究の基本組織 

教育研究の基本組織として，次のとおり学部及び研究科

を置く。 

学 部 

看護学部 

事業構想学部 

食産業学部 

研究科 

看護学研究科 

事業構想学研究科 

食産業学研究科（平成21年度から）  

・大学案の７項目は，４項目程度に

まとめるとともに，分かりやすい

表現にする。 

 （１）      → １ 

 （４）      → ２ 

（２）（３）   → ３ 

（５）（６）（７）→ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２１年度からの中期目標となるの

で，削除。 

１ 教育の内容を効果的に学生に伝えること（「教育力」）に

より，学生の学習の達成度と満足度を向上させ，高い「卒

業生・修了生の質」を確保する。 

２ 教育力及び社会貢献力の源泉となる教員の「研究力」を

高める。 
３ 教育研究の「地域貢献度」を高めるとともに，教育研究

成果の地域への提供を積極的に行う。 

４ 職員の高い職務意欲と倫理観に立脚した健全で円滑な運

営体制を確立する。 
 

 

 

 

 

第１ 中期目標の期間並びに教育研究及び法人運営の基本組

織 
１ 中期目標の期間 

平成２１年４月１日から平成２７年３月３１日までの６

年間とする。 
 
２ 教育研究の基本組織 

教育研究の基本組織として，次のとおり学部及び研究科

を置く。 

学 部 

看護学部 

事業構想学部 

食産業学部 

研究科 

看護学研究科 

事業構想学研究科 

食産業学研究科  
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

３ 法人運営の基本組織 

法人運営の基本組織として，次の機関を置く。 

理事会 

経営審議会 

教育研究審議会 

 

 

第２ 教育研究の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育の成果に関する目標 

（イ）学士課程 

○全学的な目標の設定 

大学の教育理念である「高度な実学を身につけた実践的人

材の養成」という教育目標に向けて，３学部の学生に共通に

基盤的な教育を行う共通教育及び各学部の学生に専門知

識・技術を授ける専門教育によって，専門知識と実践的スキ

ルを備え，かつ人間性豊かな，地域社会に貢献できる人材を

養成する。 
 

 

○専門教育に関する具体的目標の設定 

【看護学部】 

看護学部は，「現代社会において求められる看護について

研究・教育し，社会活動を行うことを通して地域に貢献して

いく」という学部目的と「科学的な思考力と実践的なスキル

を備え，かつ人間性豊かな看護職を養成する」という学部人

材養成目標を掲げている。看護学部は，この期間にこの目標

をいっそう確実に実現する。 
看護学部では，現行の良好な入学者学力を維持するととも

に，高い看護専門教育力によって，卒業後も自己研鑽ができ， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・項目名を削除。 

 

・「目標に～共通に」を「理念のもと，」

に修正するなど，文言整理。 

 

 

 

 

 

・項目名を削除。 

 
・知事が大学に示すものであるから，

大学が自ら掲げている学部の目的

や人材養成目標など，詳細の説明

は削除。以下同じ。 

 

・学部，研究科ともに記述表現（ト

ーン）を統一した。同様のケース

で，以下同じ。 

３ 法人運営の基本組織 

法人運営の基本組織として，次の機関を置く。 

理事会 

経営審議会 

教育研究審議会  

 

 

第２ 教育研究の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育の成果に関する目標 

イ 学士課程 

 

「高度な実学を身につけた実践的人材の養成」という教育

理念のもと，豊かな人間性の形成及び基礎的な科学力の向上

を図るための基盤的な教育を行う「共通教育」と，各学部の

学生に専門知識・技術を授け実践的な能力を培う「専門教育」

によって，専門知識と実践的スキルを備え，人間性豊かな，

地域社会に貢献できる人材を養成する。 
 
 

〔看護学部〕 

看護学部は，高い看護専門教育力によって，卒業後も自己

研鑽ができ，マネージメント能力に優れ，地域保健医療の分

野でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

マネージメント能力に優れ，地域保健医療の世界でリーダー

シップを発揮できる，看護人材を養成することを中期目標と

する。 
 
【事業構想学部】 
事業構想学部は，「現代社会発展の原動力である事業構想

の知識・技術および政策課題について教育・研究し，かつ地

域貢献を行なう」という学部目的のもと，人材養成では「事

業構想の知識とスキルを備えた，技術のわかる事業者，事業

のわかる技術者を養成する」ことにしている。事業構想学部

は，この期間にこの目標をいっそう確実に実現する。 
事業構想学部は，人材養成目標に沿って，特色ある高度な

教員組織，特色ある教育内容・教育方法を整備することに努

め，このような教員組織，教育の改善，充実によって，経営

と理工学の文理を融合し，マネージメント能力があり，新し

い時代における各種事業を総合的にプロデュースできる人

材を育成することを中期目標とする。 
 

 

【食産業学部】 

食産業学部は，「人々の生活を支える食産業について，生

産から消費に至る過程を対象にして，ビジネス，食の安全安

心，環境との調和などの観点から，教育・研究し地域的な社

会活動を行う」という学部目的をもち，「食材生産のための

農業，食品の製造・流通・消費のフードシステム並びに持続

的な食産業の環境対応等に関する科学的知識と技術を身に

つけ，ビジネスマインドをもって問題を解決できる」人材の

養成を目指している。食産業学部は，この目標をいっそう確

実に実現する。 

食産業学部は，開設４年間の経過を踏まえ，学部の人材養成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「・」を「及び」に，「を整備する

こと」を「の充実」に修正。 
・「があり」を「に優れ」に修正。 
・「育成」を「養成」に修正（人材は

養成するものとして，以下の記載

も統一）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
〔事業構想学部〕 
事業構想学部は，高度な教員組織，特色ある教育内容及び

教育方法の充実に努め，経営と理工学の文理を融合し，マネ

ージメント能力に優れ，新しい時代における各種事業を総合

的にプロデュースできる人材を養成する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔食産業学部〕 

食産業学部は，教員組織，教育内容及び教育方法の充実に

努め，食材生産のための農業，食品の製造・流通・消費のフ

ードシステム及び持続的な食産業の環境対応等に関する科学

的知識と技術を身につけ，ビジネスマインドを持って問題を

解決できる人材を養成する。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

分野をさらに明確に食産業におくとともに，これに向けて，

教員組織，教育内容・教育方法の改善・整備を進め，地域社

会に学部の趣旨を十分に浸透させることを中期目標とする。 
 
（ロ）大学院課程 

先端的な専門知識とスキルを備え，研究的視点をもった高

度専門職業人と，独創的な研究開発を行う能力をもつ自立的

な研究者の養成を行って地域の高度人材養成機能を果たし

ていく。 
 

【看護学研究科】 
看護学研究科は，「地域の保健医療において必要とされる

高度かつ専門的な看護について，教育・研究と社会活動を行

なう」という目的を持っている。地域現場の課題に対応出来

る知識・技術及び研究能力をもち，高度な実践を行なう看護

職を養成し，また看護学分野で自立的研究能力を持つ高度職

業人や研究者を養成する，ということを人材養成目標とす

る。この目的・目標を確実に実現する。 
看護学研究科は，修士課程を再編し，高度かつ専門的な職

業能力養成にとって教育内容上も修学条件的にも十分な志

願者のある魅力あるものにし，また，博士課程の設置により

研究者等を養成し，地域で高い支持を持つ最高の看護学教育

機関とすることを中期目標とする。 
 

【事業構想学研究科】 
事業構想学研究科は，「地域社会における事業構想の高度

かつ専門的な知識・技術・政策課題について，教育・研究と

社会活動を行う」という目的を持ち，「産業振興や地域振興

を対象とした事業構想に関わる高度の専門性を備えた職業

人並びに高度かつ自立的な研究能力をもつ職業人及び研究 

 

・「改善・整備を進め，」を「の充

実に努め，」に修正し，文言整理。 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

・知事が大学に示すものであるから，

設置目的などの説明は省略し，簡

潔に記載。以下同じ。 

 

 

 

 

ロ 大学院課程 

地域の高度人材養成機関として，先端的な専門知識とスキ

ルを備え，研究的視点を持った高度専門職業人及び独創的な

研究開発を行う能力を持つ自立的な研究者を養成する。 
 
 

〔看護学研究科〕 
看護学研究科は，地域現場の課題に対応できる知識・技術

及び研究能力を持ち，高度な実践を行う看護職を養成し，ま

た，看護学分野で自立的研究能力を持つ高度職業人や研究者

を養成する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔事業構想学研究科〕  

事業構想学研究科は，産業振興や地域振興を対象とした事

業構想に関わる高度の専門性を備えた職業人並びに高度かつ

自立的な研究能力を持つ職業人及び研究者を養成する。 
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修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

者を養成する。」という人材養成目標をもっている。この人

材養成目標を確実に実現する。 

事業構想学研究科は，修士課程で身につける専門職業能力

（「付加価値」）を明確にし，また社会人にとっての修学条件

を整備し，修士課程を魅力的にするとともに，新設の博士課

程によって，自立的研究能力をもつ職業人及び研究者を養成

し，地域の高度教育ニーズに応えていくことを中期目標とす

る。 

 

【食産業学研究科】 

平成21年4月設置予定 

食産業学研究科は，「地域社会における食産業の高度かつ

専門的な知識と技術の諸課題について，教育・研究と社会活

動を行う」という目的を持ち，「食産業に関する広範な視野，

高度な専門知識と技術，および研究能力を合わせ持ち，食産

業の革新を担っていく専門的な職業人及び研究者を養成す

る。」という人材養成目標をもっている。この人材養成目標

を確実に実現する。 

 

（２）教育の内容等に関する目標 

イ 入学者受け入れ方針，入学者選抜 

（イ）学士課程 

大学の理念や教育目標に基づいた入学者受け入れ方針（い

わゆるアドミッションポリシー）に適合する人材を受け入れ

るために，適切な入学者選抜方法を整備し，学力・意欲・適

性に優れた学生の受け入れを推進する。 

 

 

（ロ）大学院課程 

アドミッションポリシーに適合し，高度な実践能力および 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「入学者受入方針の周知」と「適切

な入学者選抜方法の整備」を記載

し，文言整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔食産業学研究科〕 

食産業学研究科は，食産業に関する広範な視野，高度な専

門知識と技術及び研究能力を合わせ持ち，食産業の革新を担

っていく専門的な職業人及び研究者を養成する。 

 

 

 

 

 

 

（２）教育の内容等に関する目標 

イ 入学者受入方針，入学者選抜 

（イ）学士課程 

大学の理念や学部ごとの教育目標等に基づいた入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）を受験生などに周知し，

学力及び意欲が高く，適性に優れた学生の受入れを推進する。

また，アドミッション・ポリシーに対応した適切な入学者選

抜方法の整備を図る。 

 

（ロ）大学院課程 

アドミッション・ポリシーに適合し，高度な実践能力及び 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

研究能力の習得を目指す意欲あふれる人材を受け入れる。 

学部卒業生に加えて，適切な学力を有し，多彩な経験をもつ

地域社会人の受け入れを推進する。 

 

 

ロ 教育課程 

（イ）学士課程 

人間形成と基礎科学力の向上に向けて共通教育の充実を

図るとともに，共通教育と専門教育の連携・つながりを円滑

にし，かつ地域人材養成に向けて専門教育の教育課程を整備

する。 

 

（ロ）大学院課程 

各研究科の教育目標（人材養成目標）を地域高度人材養成

としてさらに具体的に明確にし，その具体的な人材養成目標

を達成する教育課程を整備する。 

 

ハ 教育方法 

教育方法（教育内容を学生に伝えるコミュニケーション方

法）のいかんによって，学生の学習成果の達成度が異なる。

科目の性格に対応する授業の形態を取り，これにふさわしい

教育方法を採用し，その改善・向上に努める。 

 

（イ）学士課程 

共通教育及び下記の各学部の専門教育の教育方法の特徴

を十分に踏まえて，各授業形態にもっともふさわしい教育方

法を工夫する。 

 

【看護学専門教育方法の特徴】 

（１）地域の多彩な施設・専門科の協力を得ながら，少人数 

・「社会人などの受入れ推進」と「適

切な入学者選抜方法の整備」を記

載し，文言整理。 

 

 

 

 

・「共通教育」と「専門教育」の充実

と，双方の教育の連携を図ること

を記載し，文言整理。 

 

 

 

・「学士課程との関係」を明記し,文

言整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教育方法の特徴を具体的に例示

し，文言整理。 

 

 

 

 

研究能力の習得を目指す意欲あふれる人材について，学部卒

業生や社会人など多様な分野からの受入れを推進する。また，

アドミッション・ポリシーに対応した適切な入学者選抜方法

の整備を図る。 

 

ロ 教育課程 

（イ）学士課程 

共通教育と専門教育を充実させるとともに，共通教育と専

門教育との連携を重視し，各学部の教育目標等に適合した教

育課程の編成を行う。 

 

 

（ロ）大学院課程 

学士課程との関係に配慮しながら，各研究科の教育目標等

に適合した教育課程の編成を行う。  

 

 

ハ 教育方法 

 

 

 

 

 

（イ）学士課程 

少人数教育によるきめ細かな教育や地域貢献の視点を踏ま

えたより実践的な教育など，各授業形態にもっともふさわし

い教育方法を工夫する。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

グループによる 4年間の段階的かつ統合的な臨地実習を

行う。  

（２）看護学及び関連分野の専門的知識を基盤に，学内での

演習を通して科学的な根拠に基づく創造的・実践的な専門

教育を行う。 

（３）共通教育と専門教育の連携により，豊かな倫理観や感

性および科学的な思考力を培うとともに，実践的な語学力

や情報処理能力を養う。 
 

【事業構想学専門教育方法の特徴】 

（１）事業に欠かせないビジネス，情報，デザインの3つの

専門知識・スキルの融合した事業者・技術者の教育を行う。 

（２）インターンシップ，フィールドワーク，事例研究等を

重視することにより，社会の実態に触れた実践能力を養

う。  

（３）総合研究や卒業研究で事業モデルや作品を作成するこ

とにより，構想力を養う。  

 

【食産業学専門教育方法の特徴】 

（１）履修モデルと年履修単位制限により，各人のキャリア

計画にあわせ着実・体系的に専門知識と技術を養う。  

（２）実験・実習，演習，ケースメソッドやインターンシッ

プを重視し実践能力を養う。 

（３）仕事に使える２つのコミュニケーション・スキル，実

践英語とPC情報処理能力を養う。 

 

（ロ）大学院課程 

各研究科の各課程の教育方法の特徴を踏まえ，高度かつ専

門的な職業人を目指すコースと研究者を目指すコース，学部

進学者と社会人入学生等の人材養成目的に応じて，教育・ 

・「各学部の教育方法の特徴」は，

知事が示す目標には適さないと

考えられるため，削除。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「地域貢献の視点」を加えて，文言

整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ロ）大学院課程 

高度かつ専門的な職業人を目指すコース及び研究者を目

指すコースそれぞれに応じた教育・研究指導の体制を整備

するとともに，地域貢献の視点を踏まえた効果的な教育方 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

研究指導の体制整備及び効果的な教育方法の充実を図る。 

 

【看護学研究科教育方法の特徴】 

（１）看護現場の実践的課題に応じる，理論・方策・技術等

の開発を行う。  

（２）現任看護職と学部進学者との相互作用効果を生み出す

教育を行う。  
（３）専門分野を基軸とした責任ある複数指導体制により研

究指導を行う。  
（４）関係資格（専門看護師等）の取得を支援する。学卒者

と社会人の両方を対象に高度な専門職の教育を行う。 

 

【事業構想学研究科の教育方法の特徴】 

（１）全領域で地域現場と密着した実践教育を行う。  

（２）研究者志望の者にはとくに研究能力の養成を重視す

る。 

（３）関係資格（公認会計士，税理士，一級建築士，ソフト

ウェア開発技術者，など）の取得を支援する。 

 

【事業構想学研究科博士課程後期課程教育方法の特徴】 

（１）技術と産業・社会を融合した実践教育を行う 

（２）事業構想学を体系化した教育を行う。 

（３）高度な専門性と実戦能力を備えたプロジェクトマネー

ジャーを育成する教育を行う。 

 

【食産業学研究科教育方法の特徴】 

（１）多様化する社会のニーズに応えるきめ細かな教育指導

を行う。 

（２）地域現場と密着した教育研究体制を取り，食産業界が

直面している課題を対象にした実践的教育を行う。 

 

 

 

・「各研究科の教育方法の特徴」は，

知事が示す目標には適さないと考

えられるため，削除。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法の充実を図る。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（３）十分な経験を有した社会人大学院生には弾力的な履修

を認め，１年間での早期修了も可能にする。 

 

二 成績評価 

（イ）学士課程 

学習到達度について，公平で透明性のある評価基準によっ

て厳正な成績評価を行い，学生自身の学習意欲につなげる評

価システムを整備する。 

（ロ）大学院課程 

厳正かつ公平な成績評価と透明性・客観性のある学位論文

等審査を行う。 

 

（３）教育の実施体制等に関する目標 
イ 適正な教員配置 
全学共通教育，各学部及び各研究科の教育課程の種類・性

格や学生数に応じて教員組織を適切に編成し，授業科目の特

徴に応じた教育研究業績，実務経験等を有する教員を，職位

構成及び年齢構成にも配慮しながらバランス良く配置する。 

教育の支援のための組織であるセンター等への教員の配

置を適切に行う。 

 

 

 

 

 

 

ロ 教員の資質の向上 
教員選考方法の改善，教員資格審査や教員評価の実施，研

修制度の充実により，教員資質向上と教員活動の向上を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

・「教育課程の種類・性格」を「教

育課程の特色」に修正。 

・大学案の「ロ 教員の資質の向

上」の前半部分をまとめて記載

することとし，「授業科目の特

徴」を「授業科目の内容」に修

正。 

・教員構成は男女比にも配慮する

ことを明記。 

・「バランス良く」は，表現が冗長に

なるので削除。 

 

・「ロ」「ホ」をまとめて記載するこ

ととし，項目名を修正。 

・「教員活動の向上」の意味が不明。 

 

 

 

二 成績評価 

（イ）学士課程 

学習到達度について，公平で透明性のある評価基準によっ

て厳正な成績評価を行い，学生自身の学習意欲につなげる評

価システムを整備する。 

（ロ）大学院課程 

厳正かつ公平な成績評価及び透明性・客観性のある学位

論文等審査を行う。 

 

（３）教育の実施体制等に関する目標 

イ 適正な教員配置 

 全学共通教育，各学部及び各研究科の教育課程の特色や

学生数に応じて教員組織を適切に編成する。教員選考方法

の改善や教員資格審査の充実により，授業科目の内容に応

じた教育研究業績，実務経験等を有する教員を，職位構成

及び年齢構成並びに男女比にも配慮しながら配置する。ま

た，教育の支援のための組織である国際センター，宮城大

学地域連携センター等に教員を適切に配置する。 
 

 

 

 

 

ロ 教育及び教員の質の向上 
教育活動の質の向上を図るため，教員評価や学生等によ

る授業評価を実施するとともに，教員の教育能力を向上さ

せるための研修制度を充実させる。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

 

ハ 教育環境の整備 

教育目的を実現するために十分な環境となるよう施設・設

備，備品・図書等の整備，情報処理機器等の配備，キャンパ

ス間の移動手段の整備を図る。 

 

ニ 大学間教育等の充実 

他大学との単位互換などを進め，教育資源の有効かつ効果

的な活用により学生の多様な教育機会の確保を図る。 

 

ホ 教育の質の向上 

学生等による授業評価の適切な実施により，教育の内容及

び方法の改善を図る。 

全学体制で教員の教育能力の向上を図り，教育改善に努め

る。 

 

ヘ 教育活動の評価 

自己点検・評価，外部評価，認証評価（大学基準協会評価）

等の各種の評価結果を有効に利用し，教育改善を図る。 

 

ト 評価結果の活用 

 

 

（４）学生への支援に関する目標 

イ 学習支援 

学生への履修指導，履修相談・進路相談等への支援体制を

整備し，学生の学修への意欲と活性化を図る。 

 
 

 

 

・中期計画として記載されている事

項に合わせて修正。 

 

 

 

・第３－１（４）「大学間の連携（15

頁）」に文言を整理して記載。 

 

 

・「ロ 教育及び教員の質の向上（10

頁）」に文言を整理して記載。 

 

 

 

 

・「ヘ」「ト」については，第６－１

「自己点検・評価の充実（19頁）」

に文言を整理して記載。 

 

 

           

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

ハ 教育環境の整備 

 図書館の充実，情報ネットワークの整備を図るとともに，

学生の語学修得，実習等のための環境を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学生への支援に関する目標 

イ 学習支援 

学生の意欲向上のため，学生への学習指導，履修相談，

進路相談等の支援体制を強化，拡充する。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

ロ 生活支援 

快適な学生生活を実現するための環境を整備し，学生への

生活支援を組織的に行い，大学と学生の意思疎通に努めるこ

とにより学生満足度の向上を図る。 

 

ハ 就職支援 

就職指導や就職活動支援を行う体制を整備する。（学生へ

のきめ細かな就職支援を行う。） 

 

ニ 経済的支援 

奨学金その他学生への経済的支援を適切に行う。 

 

 

ホ 社会人への支援 

社会人・留学生等にも広く門戸を開くこととし，多様な学

力・進路に対応した教育プログラムを用意し，学びやすい環

境と支援体制を整備する。 

 

ヘ 留学生への支援 

 

２ 研究に関する目標               

（１）研究水準及び研究成果に関する目標 

イ 研究の方向性 

社会のニーズに応える実学の研究を推進する。 

 

 

 

ロ 研究水準 

社会に評価される研究水準の達成 

 

 
・文言整理。 

 

 

 

 

・文言整理。 

 
 
 
・文言整理。           

 

               

・「ホ」「ヘ」を統合し，項目名を

修正，文言整理。 

 

 

 

 

 

                 

 

 

・前置きを加えて，文言整理。 

 

 

 

・項目名を修正。 

・前置きを加えて，文言整理。 

 

ロ 生活支援 

快適な学生生活を実現するため，環境を整備するととも

に，大学と学生の意思疎通に努めるなど，学生への生活支

援を組織的に行う。 

 

ハ 就職支援 

学生へのきめ細かな就職支援を行うため，進路指導や就職

活動支援を拡充する。 

 

ニ 経済的支援 

学生への経済的支援を適切に行うため，各種奨学金制度の

活用を促進する。 

 

 

ホ 社会人・留学生への支援 

社会人・留学生等にも広く門戸を開くため，多様な学力・

進路に対応した教育プログラムを用意するなど，学びやすい

環境と支援体制を整備する。 

 

 

 

２ 研究に関する目標 

（１）研究水準及び研究成果に関する目標 

イ 研究の方向性 

社会や時代の要請を的確に把握しながら，地域に役立つ大

学として，地域社会のニーズに対応した実学の研究を推進し，

その発展に寄与する。 

 

ロ 研究水準の向上 

個々の教員の研究者としての能力を高めることにより，社

会的に評価される研究水準の達成を図る。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

ハ 研究成果の社会への還元 

研究成果を社会特に地域社会へ積極的に還元する。 

 

 

（２）研究の実施体制等に関する目標 

イ 研究の実施体制 

学内外の連携など研究実施体制の整備に努める。 

 

 

ロ 研究費の確保と配分 

研究活動及び水準の向上を図るために，研究補助金総額を

維持するとともに，外部資金の獲得に一層力を入れる。また，

研究補助金は，研究活動の促進，効率化のために，一層重点

的に配分する。 

 

 

 

ハ 研究者等の配置 

本学における研究活動の活性化と効率化を図るため，ソフ

ト及びハード両面の環境整備につとめる。 

 

 

二 研究環境の整備 

本学における研究活動の活性化と効率化を図るため，ソフ

ト及びハード両面の環境整備につとめる。 

 

ホ 研究の質の向上                      

研究活動の「質」向上に結びつく，資金配分，評価システ

ム，公表方法，顕彰システムの改善につとめる。 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

・どのような体制を整備するかを 

記載。 

 

・項目名を修正。 

・研究補助金の総額維持を知事が目

標として示すことは，中期目標に

なじまない。 

・外部資金の獲得については，第５

－１（１）「外部資金の獲得（17

頁）」に記載。 

 

・項目名を修正。 

・「研究者の配置」について記載。 

・環境整備については，「ニ 研究環

境の整備」に記載。 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

・中期計画では評価について記載し

ているため，項目名を含め，計画

に合わせて目標を修正。 

ハ 研究成果の地域社会への還元 

大学の研究成果を地域社会に積極的に還元する。 

 

 

（２）研究の実施体制等に関する目標 

イ 研究の実施体制 

 教員の研究活動を促進するとともに，研究成果が地域に還

元される研究支援体制を整備する。 

 

ロ 研究費の配分 

 研究活動を促進し，研究水準の向上を図るため，公正で

透明性の高い方法により研究費を配分することができるよ

う研究費配分システムを充実させる。 

 

 

 

 

ハ 研究者の配置 

 研究水準の向上，研究成果の活用促進を図るため，研究

力の高い教員を配置する。 

 

 

二 研究環境の整備 

研究活動の活性化と効率化を図るため，ソフト及びハード

両面における研究環境の整備に努める。 

 

ホ 研究活動の評価 

研究水準の向上のため，研究業績を適正に評価すること

ができるよう評価システムの改善に努める。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

チ 知的財産の創出 

地域貢献，自己収入の確保に向けた知的財産の創出につと

める。 

 

 

第３ 地域貢献等に関する目標 

１ 地域貢献に関する目標 

（１）教育 

入学者の県内比率を高く維持し，また県内への人材供給で

「県民の高等教育機関」としての役割を果たすとともに，学

部・大学院の社会人再教育や公開講座等を通じて，教育面で，

地域貢献を行なっていく。 

 

（２）研究 

大学の研究成果を広く地域に提供し，その活用を図る。 

 

 

（３）地域社会との連携 

大学の教育研究の成果を地域に活かす社会活動拠点であ

る「地域連携センター」を中心として，地域課題の解決や地

域の活性化などに積極的に取り組み，県民が親近感を感じら

れる大学となるよう，地域社会との連携を図る。 

 

（４）産学官の連携 

産学官連携の推進を大学の重要な社会的役割と位置づけ，

県内の産業界をはじめとした有機的なネットワーク形成に

努めるほか，各種連携事業等への積極的な参画を図り，そこ

で得られた成果を地域に還元する。 

県内市町村との連携協定を積極的に進めることで，県内の 

活性化を促し，地域に役立つ大学として社会貢献を果たす。 

 

・知的財産の創出のため，どのよう

な体制とするかについて記載。 

 

 

 

 

・項目名を修正。 

・目的を明確化し，文言整理。 

※「入学者の県内比率を高く維持し」

については，要調整。 

 

 

・第２－２（１）ハ「研究成果の地

域社会への還元（13頁）」と内容重

複につき削除。 

 

・項目名を修正。 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

ヘ 知的財産の創出 

 研究成果の知的財産化と技術移転を推進するため，支援

制度，推進体制を整備する。 

 

 

第３ 地域貢献等に関する目標 

１ 地域貢献に関する目標 

（１）県民の高等教育機関としての役割 

「県民の高等教育機関」としての役割を果たすため，県内

への人材供給に努める。また，大学院における社会人の再教

育を積極的に進める。 

 

 

 

 

 

 

（２）地域社会への貢献 

大学の教育研究の成果を地域に活かす社会活動拠点として

宮城大学地域連携センターを中心に，地域課題の解決や地域

の活性化などに積極的に取り組むとともに，大学施設を地域

に開放する。 

 

（３）産学官の連携 

大学の教育研究の成果を地域社会に還元するため，産学官

連携の推進を大学の重要な社会的役割と位置づけ，県内の産

業界をはじめとした有機的なネットワークの充実に努めると

ともに，県内市町村等との連携協定を積極的に進める。 



- 15 - 

大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（５）大学間の連携 

学都仙台コンソーシアムへの参画をはじめ，大学等との有

機的な連携を図ることにより，大学間連携によって，仙台の

学都としての振興を図る。 
 
２ 国際交流に関する目標 

（１）国際交流の推進 

世界に開かれた大学として，教育研究の充実強化を図るた

め，学生や教員及び事務職員の国際交流を推進することと

し，そのための体制を整備する。 

 

（２）海外大学等との連携 

教育研究水準の向上を図るため，大学にとって有益となる

連携を行い，人的な交流や共同研究等を推進する。 

 

（３）留学・留学生支援 

留学生の受け入れ及び派遣を促進することとし，その実施

にあたってのサポート体制を整備する。 

 

 

第４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 運営体制の改善に関する目標 

（１）理事長・理事会のリーダーシップ 

「県民の大学」として，地域の卓越した教育研究の拠点とな

るよう理事長及び理事会のリーダーシップによる自主･自律

的かつ効果的･効率的運営に努める。 

 

 

 

・文言整理 

 

 

 

・海外大学等との連携も含めて「国

際交流等」とする。 

・（１）～（３）の項目名を削除し，

一文にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「（１）理事長のリーダーシップ」

「（３）法人の組織・体制整備」

をまとめて一つの項目に整理。 

（内容的には「（４）教員及び事務職

員の役割」も集約）。 

 

 

（４）大学間の連携 

大学に対する社会の期待や多様なニーズに対応するため，

学都仙台コンソーシアムへの参画をはじめ，他の大学等との

有機的な連携を強化する。 
 
２ 国際交流等に関する目標 

 

世界に開かれた大学として，教育研究の充実強化を図るた

め，学生や教職員の国際交流を推進するとともに，海外大学

等との連携による教育研究活動を通して国際社会への貢献を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 運営体制の改善に関する目標 

（１）理事長を中心とする運営体制の構築 

理事長のトップマネジメントにより，法人全体の視点に

立った迅速な意思決定を行うことのできる運営体制を構築

し，戦略的で機動的な法人運営を行う。また，法人の業務

運営の適正化及び透明性を確保するため，監査体制の充実

を図る。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（２）戦略的な資源配分 

限りある資源を有効に活用するため,全学的な視点に立っ

た効率的かつ効果的な資源配分が可能となるような取り組

みを行う。 

 

（３）法人の組織・体制整備 

理事会をはじめとする内部組織の有機的な連携を図り，機

動的な業務運営が行える体制を整備する。 

法人の業務運営の適正化及び透明性を確保するため，監査

体制の充実を図る。 

 

（４）教員及び事務職員の役割 

教員及び事務職員が一体となった効率的な業務運営を図

る。 

 

 

（５）学外の有識者等の登用 

役員や審議会委員には優れた学外者の人材登用を行い，地

域に開かれた大学運営の推進を図る。 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 

教育研究にかかる動向や社会環境の変化などを的確に見

極め，存在感のある大学として存続できるよう，機動的かつ

柔軟な組織編成を行う。 

組織編成に当たっては，自己点検・評価や外部評価の結果

に十分配慮する。 

 

 

 

・「戦略的な資源配分」の目的として

「限りある資源の有効活用」はな

じまないため削除。 

 

 

・前段は，「（１）理事長を中心とす

る運営体制の構築」に集約。 

・後段は（１）の後段として記載。 

 

 

 

・職員も運営体制の一部であること

から，「（１）理事長を中心とする

運営体制の構築」に集約。 

 

 

・文言整理 

 

 

 

・公立大学の責務を認識した上で見

直しを行う必要がある。 

・文言整理 

・評価への配慮は，知事の指示事項

としてなじまないため削除。 

 

 

 

 

（２）戦略的な資源配分 

法人の経営戦略に基づき，全学的な視点に立った効果的か

つ効率的な資源配分を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学外の有識者等の登用 

役員や審議会委員に優れた学外者を登用し，地域に開かれ

た大学運営を推進する。 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 

教育研究に対するニーズや社会環境の変化を的確に見極

め，公立大学としての責務を踏まえた上で，必要に応じ教育

研究組織を見直す。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

３ 人事の適正化に関する目標 

（１）人事制度 

水準の高い教育研究や管理業務に資する優れた人材を確

保するため，採用選考等を工夫する。 

 

 

 

（２）評価制度 

組織の活性化を図るため，教員及び事務職員の業績を適正

に評価し，その評価結果を人事，給料等に反映させる。 

 

 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 

（１）事務組織の見直し 

事務組織の機能向上と効率化を図るため，組織体制の定期

的な点検を実施し，必要に応じた適時適切な見直しを行う。

また，専門的な知識を有する職員の採用や研修体制の確立を

図る。 
 
 
（２）事務の効率化 

事務手続きの簡素化，本部機能集約，ネットワーク化等に

より，事務の効率化を図る。 

 

 

第５ 財務内容の改善に関する目標 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標 

（１）外部資金の獲得 

科学研究補助金をはじめ，受託研究費や奨学寄附金など，

外部資金の獲得に組織的に取り組む。 

 

 

※「第三者の視点を取り入れた弾力

的な人事制度の構築」「任期制の推

進」を記載し，文言整理（要調整）。 

 

 

 

※「年俸制の導入」を記載（要調整）。 

・「給料」を「給与」に修正。 

 

 

 

 

・文言整理 

 

・プロパー職員の採用は，３（１） 

「人事制度」に含めて記載（具体

的には中期計画に記載）。 

 

 

・ネットワーク化は中期計画で記載。 

・業務の外部委託について記載。 

 

 

 

 

 

 

３ 人事の適正化に関する目標 

（１）人事制度 

法人の自主的・自律的な運営により，教育研究活動や地域

貢献を推進するため，法人化のメリットを最大限に生かし，

第三者の視点を取り入れた弾力的な人事制度を構築する。ま

た，優れた人材を確保するため，任期制をより一層推進する。 

 

（２）評価制度 

組織の活性化を図るため，役員及び教職員に対し年俸制を

導入する。また，業績を適正に評価し，その評価結果を人事，

給与等に反映させる。 

 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 

（１）事務組織の見直し 

事務組織の機能向上と事務処理の効率化を図るため，事務

組織について定期的な点検を実施し，必要に応じ見直しを行

う。また，大学業務に精通した専門性の高い職員の育成を図

る。 
 

 

（２）事務の効率化 

事務処理を効率的に行うため，事務手続の集約化，簡素化

を図るとともに，業務の外部委託等の活用を進める。 
 

 

第５ 財務内容の改善に関する目標 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標 

（１）外部資金の獲得 

科学研究費補助金をはじめ，受託研究費や奨学寄附金など，

外部資金の獲得に組織的に取り組む。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（２）自己収入の確保 

現行の収入源の見直しや新たな収入源をあらゆる面から

検討し，法人の安定的な経営が行えるような自己収入の確保

を図る。 

 

（３）授業料等の適切な設定 

授業料など大学の料金については，法人がその上限を定

め，議会の議決を経て県が認可するものであるが，その設定

に当たっては，地域への教育機会の提供という公立大学の役

割を十分に認識し，適切に行う。 

 

 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

理事会はコストパフォーマンスを考慮した運営を行なう

とともに，教員及び事務職員一人ひとりが高いコスト意識を

持ち，光熱水費や印刷消耗品費等をはじめとした経費の節減

を図る。 

委託業務については，契約方法の見直しや外部委託の適切

かつ効率的な方法を検討する。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

固定資産などの資産は法人の財産的基礎をなすものであ

ることから，定期的な点検を実施することで最新の資産の状

況を把握し，適切な管理を行う。 

（１）資産の適正管理 

（２）資産の活用・運用 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

※「授業料等の減免制度の見直し」

を記載し，文言整理（要調整）。 

・「法人がその上限～であるが，」は

手続きの記載なので削除。 

・「という～認識し，」は公立大学の

役割があいまいなので削除。 

 

 

 

・「人件費の抑制」を念頭に置いて文

言整理。 

 

 

 

 

 

 

・一つの項目として文言整理。 

 

 

 

 

 

 

（２）自己収入の確保 

法人の安定的な経営が行えるように自己収入を確保するた

め，収入源の見直しや新たな収入源の拡充を図る。 

 

 

（３）授業料等の適切な設定 

地域への教育機会提供のため，授業料をはじめとする学生

納付金については，法人の収入状況及び社会情勢を勘案して

適切に設定するとともに，授業料等の減免制度について適宜

見直しを行う。 

 

 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

役職員がコスト意識を持ち，予算の効率的な執行や業務の

簡素化・合理化・契約方法の見直しなどにより，経費の縮減

に努める。また，効果的な組織運営や適正な人員配置により，

人件費の抑制を図る。 

 

 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

適切な資産運用管理を行う体制を整備し，長期的かつ経営

的視点に立った法人資産の効果的・効率的な活用を図る。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

第６ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る自己

点検・評価並びに当該状況に係る情報の提供に関する目標 

１ 自己点検・評価の充実に関する目標 

（１）自己点検・評価 

定期的に丁寧な自己点検・評価を行なう。とくに，自己点

検評価は，認証評価の基礎になり，認証評価は中期目標・中

期計画に係る法人の実績評価の重要参考資料になることに

配慮する。 
 
（２）第三者評価等 

学校教育法による認証評価や公立大学法人宮城大学評価

委員会評価等の第三者評価に対応する積極的な取組みを行

なう。 

 

（３）評価結果の活用 

自己点検・評価や第三者評価の結果については，大学運営

の改善と活性化に反映させるほか，これを公表し，社会への

説明責任を果たす。 

 

２ 情報公開の推進等に関する目標 

（１）情報公開 

法人の組織運営及び大学の教育研究の実績については，積

極的に情報を公開し，県民をはじめとする社会への説明責任

を果たす。 

 

（２）個人情報保護 

個人情報保護の重要性を認識し，その取扱いには細心の注

意を払い，適正な管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

・3つの項目を1つの項目とする。
「自己点検・評価の実施」「認証評

価機関の評価」「評価結果の活用・

公表」を記載し，全体的に文言整

理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3つの項目を1つの項目とする。 

「社会への説明責任」を記載し，全

体的に文言整理。 

 

 

・「社会への説明責任」を主体として

記載するため，「個人情報保護」の

記載は削除。 

第６ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る自己点

検・評価並びに当該状況に係る情報の提供に関する目標 

１ 自己点検・評価の充実に関する目標 

自己点検・評価を定期的に実施するとともに，認証評価機

関による第三者評価を受ける。また，その結果については，

教育研究及び大学運営の改善に反映させるとともに，これを

県民に分かりやすく公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 情報公開の推進等に関する目標 

法人の組織運営及び大学の教育研究活動の実績について

は，積極的に情報を発信し，県民をはじめとする社会への説

明責任を果たす。 
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大学案（平成20年4月22日提出） 

【取消線は削除，下線部は修正】 
大学案に対する意見 

修     正     案 

【網掛けは，知事から強調して指示する事項】 

（３）広報活動 

大学内における広報活動を一元的に行う体制整備や全学

的な広報活動計画を策定するなど，効率的で効果的な広報活

動を行う。 

 

 

第７ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

全学的に施設設備の有効活用を図った上で，中長期的な視

点に立った計画的な施設整備を行うほか，良好な教育研究環

境を保持するため，施設等の適切かつ効率的な維持管理を行

う。 

 

２ 安全管理等に関する目標 

安全衛生管理体制を整備・確立し，より安全なキャンパス

環境を創出する。また，十分な情報セキュリティ対策を図り，

情報管理を徹底する。 

 

３ 人権の尊重に関する目標 

人権侵害を防止するため，全学一体となった体制整備を図

るほか，研修会等を通じて人権尊重に対する職員及び学生の

意識向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文言整理。 

 

 

 

 

 

 

第７ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

全学的に施設設備の有効活用を図った上で，中長期的な視

点に立った計画的な施設整備を行うとともに，良好な教育研

究環境を保持するため，施設等の適切かつ効率的な維持管理

を行う。 

 

２ 安全管理等に関する目標 

安全衛生管理体制を整備・確立し，より安全なキャンパス

環境を創出する。また，十分な情報セキュリティ対策を図り，

情報管理を徹底する。 

 

３ 人権の尊重に関する目標 

人権侵害を防止するため，全学一体となった体制整備を図

るとともに，研修会等を通じて人権尊重に対する役職員及び

学生の意識向上を図る。 

 

 

 


